
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2025年度 

Ｎｏ．１２ 

２０２５年８月８日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ西日本グループ労働組合連合会 第３４回定期大会 

活き活きと笑顔で働くことのでできるＪＲ西日本グループを創る 
ＪＲ西日本連合は７月 25 日、大阪市内で第 34 回定期大会を開

催し、向こう１年間の運動方針を決定するとともに、新執行部を

選出した。ＪＲ連合からは今井孝治事務局長と住吉一家労働政策

局長が参加した。 

執行部を代表してあいさつした

上村良成議長（ＪＲ連合会長）は、

「安全の確立」「誰もが活き活きと

働くことができる職場づくり」「労

働条件の改善」「女性参画推進」に

ついて所信を述べた。 

ＪＲ連合を代表してあいさつした今井事務局長は、安全、政策、

組織、政治の取り組みについて問題意識を共有した。 

議事では、執行部が提起した運動方針案等に対して４名の代議

員の発言により方針が補強された。執行部答弁、川原孝義事務局

長による総括答弁を経て、全議案は満場一致で承認された。 

役員改選では、上村議長ら４名が退任。羽野敦之議長（ＪＲ連

合副会長）をはじめとする新執行部を選出した。 

最後に、「多様性を尊重し、組合員一人ひとりが活き活きと笑顔

で働くことのできるＪＲ西日本グループ

を創るため、力強く運動を展開する」とし

た大会宣言を採択し、羽野議長の団結がん

ばろうで閉会した。 

大会終了後のレセプションには、ＪＲ西

日本の倉坂昇治社長をはじめとした経営

幹部も出席し、役員・代議員らと交流した。 

上村議長      今井事務局長 

羽野議長 


